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2020 年 1月 12 日（日）第 5 回アジア未来会議最終日の午後、スタディ

ツアーの１グループがフィリピンの首都マニラから約 70 キロ南にある

タガイタイ観光を楽しんでいた正にその時に、タール火山が噴火しま

した。この規模の噴火は 1911 年以来とのこと。噴煙は一時、高さ 1 万

5000 メートルに達し、火山灰は会議場となったマニラ市南郊のアラバ

ンにも達しました。翌 13 日（月）の帰国日、マニラの国際空港では欠

航や遅れが相次ぎ、200 名以上の会議参加者に影響を及ぼし、70 名以

上が会議場ホテルで延泊を余儀なくせれました。 

 

2020 年 1月 9 日（木）～13 日（月）、フィリピンのマニラ首都圏アラ

バンにあるベルビューホテルと、ラグーナ州のフィリピン大学ロスバ

ニョス校において、21 ヵ国から 294 名の登録参加者を得て、第 5 回ア

ジア未来会議が開催されました。総合テーマは「持続的な共有型成長

―みんなの故郷、みんなの幸福」。今日、世界はこれまで経験したこと

がないほどの経済成長をとげているものの、この成長は受入れがたい

貧富格差の拡大と環境破壊を伴っているという問題意識に基づき、「持

続的な共有型成長」のビジョンを議論すると共に、その実現を目ざす

ために必要と思われるメカニズムを多角的な視点から考察し、実現の

ための途を探ることを目標に、基調講演とシンポジウム、招待講師に

よる円卓会議、そして数多くの研究論文の発表が行われ、広範な領域

における課題に取り組む国際的かつ学際的な議論が繰り広げられまし

た。 

 

1 月 9 日（木）午前 9 時から、同時通訳設備の都合で本会議に先立ち、

円卓会議 A「第 4 回日本・中国・韓国における国史たちの対話の可能

性」が開始されました。東アジアの歴史和解を実現するとともに、国

民同士の信頼を回復し、安定した協力関係を構築するためには歴史を

乗り越えることが一つの課題であると捉え、日本の「日本史」、中国の

「中国史」、韓国の「韓国史」を対話させる試みです。4 回目の今回は

19 世紀の歴史に焦点を当て「東アジアの誕生－19 世紀における国際秩

序の転換－」というテーマで活発な議論が展開されました。（日中韓同

時通訳） 

 

1 月 10 日（金）午前 9時 30 分から開会式が始まりました。高校生の合

唱隊によるお祈りの後、明石康大会会長が第 5 回アジア未来会議の開

会を宣言しました。共催のフィリピン大学ロスバニョス校の F.C.サン 
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チェス学長の歓迎の挨拶に続き、羽田浩二駐フィリピン日本大使とフ

ィリピン大学の D.L.コンセプション総長より祝辞をいただきました。 

 

引き続き、J.C.ラウレル駐日本フィリピン大使の「ソーシャルメディ

ア時代に持続可能な開発目標を達成するために」と題した基調講演あ

りました。その後、渥美財団の第 1 期奨学生でフィリピン大学ロスバ

ニョス校助教授の F.C.マキトさんの進行で、フィリピンにおける SGRA

の活動の 5 名の協力者の先生方と一緒に「持続的な共有型成長」とい

うテーマについて検討しました。 

 

午後には円卓会議 A、B と 5 つの分科会セッションが並行して開催され

ました。 

円卓会議 B「東南アジアの叡智－社会倫理とグローバル経済－」では、

市場資本主義経済に乗って東南アジア諸国はかつてない経済成長と発

展をおう歌しているが、富と権力は一極に集中し、地域コミュニティ

ーは疲弊しているという問題意識に基づき、フィリピン、インドネシ

ア、タイから宗教家と経済学者を招いて、民族、宗教、文化のるつぼ

である東南アジアには過去の人々が成功と失敗に基づく経験知を通じ

て築き上げてきたさまざまな叡智やシステムがあり、それらは「混迷

する」と言われる現代の経済学や経済社会にどのような光をあてるの

だろうかという議論が展開されました。（使用言語：英語） 

 

第 5 回アジア未来会議のプログラムは下記リンクよりご覧いただけま

す。 

http://www.aisf.or.jp/AFC/2020/conference-program/ 

 

1 月 11 日（土）午前 8 時、参加者は全員 7 台の大型バスに約 1 時間乗

ってフィリピン大学ロスバニョス校に向かいました。今回の会場は、

広大なキャンパスの中の森林学部で、参加者は冷房の効いたホテルの

会議室から自然の中に解放され、円卓会議 Bと 40 にわたる分科会セッ

ションが開催されました。お昼には参加者は植物園まで散策し、森の

中でお弁当を楽しみました。 

 

前日と合わせて 50 の分科会セッションが行われ、173 本の論文発表が

行われました。アジア未来会議は国際的かつ学際的なアプローチを目

指しており、各セッションは、発表者が投稿時に選んだ「共有型成

長」「平和」「環境」「イノベーション」などのトピックに基づいて調整

され、学術学会とは趣を異にした多角的で活発な議論が展開されまし

た。 
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一般セッションと学生セッションでは、セッションごとに 2 名の座長

の推薦により優秀発表賞が選ばれました。優秀発表賞の受賞者リスト

は下記リンクよりご覧いただけます。 

http://www.aisf.or.jp/AFC/2020/files/2020/01/List-of-AFC-2020-BEST-

PRESENTATION-PRIZE-.pdf 

 

優秀論文は学術委員会によって事前に選考されました。2019 年 1月 20

日までに発表要旨、7 月 31 日までにフルペーパーがオンライン投稿さ

れた 127 本の論文を 13 のグループに分け、65 名の審査員によって査読

しました。ひとつのグループを 5 名の審査員が、次の 5 つの指針に沿

って審査しました。投稿規定に反するものはマイナス点をつけまし

た。(1)論文のテーマが会議のテーマ「持続的な共有型成長」と適合し

ているか、(2)わかりやすく説得力があるか、(3)独自性と革新性があ

るか、(4)国際性があるか、(5)学際性があるか、という指針に基づい

て査読しました。各審査員は、グループの中の 9～10 本の論文から 2

本を推薦し、集計の結果、上位 20 本を優秀論文と決定しました。優秀

論文リストは下記リンクからご覧いただけます。 

http://www.aisf.or.jp/AFC/2020/files/2019/10/AFC5-Best-paper20191028.pdf 

 

分科会セッションの後に参加者は再びバスに乗って山の上のアートセ

ンターに移動して、午後 6 時 30 分からクロージングパーティーを開始

しました。学生サークルによる歌とダンスの宴もたけなわの頃、優秀

賞の授賞式が行われました。授賞式では、優秀論文の著者 20 名が壇上

に上がり、明石康大会委員長から賞状の授与がありました。続いて、

優秀発表賞 50 名が表彰されました。 

パーティーの終盤では、第 6 回アジア未来会議の概要の発表がありま

した。台湾の中国文化大学の徐興慶学長による招待の挨拶とビデオに

よる大学案内がありました。 

 

1 月 12 日（日）、参加者はそれぞれ、マニラ観光ツアー、ケソンシティ

ー観光ツアー、そして冒頭のタガイタイ観光ツアーに参加しタール火

山の噴火に遭遇しました。 

 

第 5 回アジア未来会議「持続的な共有型成長：みんなの故郷、みんな

の幸福」は、(公財)渥美国際交流財団関口グローバル研究会(SGRA)主

催、フィリピン大学ロスバニョス校公共政策開発学部の共催、文部科

学省、在フィリピン日本大使館、在日本フィリピン大使館の後援、(公

財) 高橋産業経済研究財団の助成、フィリピン大学連合および 50 を超

える日本とフィリピンの組織や個人の方々からご協賛をいただきまし

た。とりわけ、フィリピンプラザ・ホールディングスの皆様からは全 
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面的なサポートをいただき、華やかな会議にすることができました。 

 

主催・協力・賛助者リストは下記リンクからご覧いただけます。 

http://www.aisf.or.jp/sgra/wp-

content/uploads/2020/01/AFC5_Host_Colloaborators_Sponsors.pdf 

 

運営にあたっては、渥美フェローを中心に実行委員会、学術委員会が

組織され、フォーラムの企画から、ホームページの維持管理、優秀賞

の選考、写真撮影まであらゆる業務を担当しました。特に 2 名しかい

ないフィリピン出身の渥美フェローは企画の最初から最後まで大活躍

でした。 

 

300 名の参加者のみなさん、開催のためにご支援くださったみなさん、

さまざまな面でボランティアでご協力くださったみなさんのおかげ

で、第 5 回アジア未来会議を成功裡に実施することができましたこと

を、心より感謝申し上げます。 

 

アジア未来会議は、国際的かつ学際的なアプローチを基本として、グ

ローバル化に伴う様々な問題を、科学技術の開発や経営分析だけでな

く、環境、政治、教育、芸術、文化など、社会のあらゆる次元におい

て多面的に検討する場を提供することを目指しています。SGRA 会員だ

けでなく、日本に留学し現在世界各地の大学等で教鞭をとっている研

究者、その学生、そして日本に興味のある若手・中堅の研究者が一堂

に集まり、知識・情報・意見・文化等の交流・発表の場を提供するた

めに、趣旨に賛同してくださる諸機関のご支援とご協力を得て開催す

るものです。 

 

第 6 回アジア未来会議は、2021年 8月 27 日(金)から 31 日(火)まで、

台湾の中国文化大学と共催で、台北市で開催します。皆様のご支援、

ご協力、そして何よりもご参加をお待ちしています。 

 

第 5 回アジア未来会議の写真（ハイライト） 

https://www.dropbox.com/sh/ou5v2w1yx4g7gko/AABAQ6jjyEmEnA0hxGqRnGFHa?dl=0 

 

第 5 回アジア未来会議のフィードバック集計 

http://www.aisf.or.jp/sgra/wp-content/uploads/2020/01/AFC5feedback.pdf 

 

第 6回アジア未来会議チラシ 

http://www.aisf.or.jp/AFC/2020/files/2020/01/AFC_6_flyer.pdf 

 

（文責：SGRA 代表 今西淳子） 
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